
1.大学全体の経営改革のビジョン

医療という特定の分野にリソースを大胆に集中すること
により研究の強み・特色を大幅に強化し、当該分野にお
ける地域・国内外の企業との大型共同研究を実施する。

①スーパーシティ構想への参画

②医療という強みをさらに強くするためのリソース集中

１.新たな国際創薬プラットフォーム
（LDCJapan ：Leed Discovery Center Japan）の創設
2.病院併設型バイオバンクの臨床検体分譲の促進と効率化
3.腫瘍浸潤免疫細胞のバイオバンキングに基づく
公的及び民間の研究資金の獲得強化

1.学内機器共用化の促進
2. ERM研修の全学展開

③イノベーション・マネジメント機能の更なる強化

1.スパーシティ構想への参画を通じた地域課題の解決と
新たな産学連携体制の構築

令和２年度
国立大学イノベーション創出
環境強化事業の取組

令和３年度
国立大学改革強化推進補助金事業の取組

2022～2027
岡山大学ビジョン3.0
ありたい未来を共に育み
ともに創る研究大学

１

【意識変革（種～芽）】
■コストセンターから
プロフィットセンターへ
■今まで見えていなかった自ら
のリソースを収益に転換して
いくアイデアを発掘
（医療情報、画像情報、バイオバ
ンク、遊休スペース、機器利用、
知的財産など）
■ERM（ Enterprise Risk 

Management）体制の強化

取組１：イノベーションマネジメ
ントコア（IMaC）の創設

取組２：共同研究費の費用負担適
正化による収益増

取組３：新知財戦略の策定と実施

取組４：寄附金獲得体制の強化・
充実

取組５：大学院改革プログラムに
よる地域企業参画組織の創設

取組６：大学発スタートアップ・
ベンチャー等支援・協働

取組７：CASTEMによる共用機器
の国内外での産業利用

取組８：大学病院の診療外事業で
の新たな価値構築と収益増

【新たな芽】

■地域変革へ大学の知を注入
■ドイツ マックスプランク
との連携
■手術室直結型バイオバンク
（生きたヒト細胞）

など

2019～2021
岡山大学ビジョン2.0

岡山大学から世界に新たな価値を
創造し続けるSDGｓ推進研究大学
-SDGｓ大学経営-

社会課題を取り込む
OUTSIDE-IN

あるべき姿を共有
BACKCASTING

新たな価値を社会に貢献
SOCIAL

IMPLEMENTATION

課題解決のための多様な
ステークホルダーとの共創・参画

OPEN INNOVATION

① ②

③
④



取組①スーパーシティ構想（「国家戦略特区」申請中）への
参画を通じた地域課題の解決と新たな産学連携体制の構築

高度救急（リアルタイム処置）

遠隔医療（AI遠隔リハビリ、オンライ
ン診療、オンライン服薬指導、AI遠
隔画像診断等）

予防医療（オンライン口腔ケア指導・
予防）、母子手帳のデジタル化を含
むAI母子健康促進、AI遠隔デイサー
ビス、AI介護予防）

START

教 育

物 流

移 動

防災・
エネルギー

NEXT
医療・福祉分野×岡山大学病院

岡山大学
AI

「知」と「技」を結集し、産×学×官で地域変革（産学共創の加速） 強みのある医療分野から全領域へ拡充

地域ﾎﾟｲﾝﾄ

２

岡山大学理事 那須保友が
リードアーキテクトとして事業計画を牽引



「新分野への重点投資」 手術室直結型のバンキング機能
腫瘍浸潤免疫細胞など（生きたヒト細胞）→市場拡大が期待される「がん免疫」
に関し、バンキング、品質管理試験、規制対応等ラインナップのサービスが提供
可能

収益を新たな次世代
研究へ投資

取組②医療という強みをさらに強くするためのリソース集中
取組③イノベーション・マネジメント機能の更なる強化

「臨床検体流通革命」：検体マッチング機能向上と業務
効率化により機能強化を図り、収益増から新たな研究促進へ
つなげる。

②-2.病院併設型バイオバンクの臨床検体分譲の促進と効率化

②-3.腫瘍浸潤免疫細胞のバイオバンキングに基づく公的及び民間の研究資金の獲得強化

②-1.新たな国際共同創薬プラットフォームの創設
（ドイツ・マックスプランク研究所・LDCとの連携）

③-1.学内機器共用化の促進 ③-2.ＥＲＭ研修の全学展開

環境変化に強い大学へ体質強化

■トップが火を噴くガバナンス改革
■つもり病の克服
「対策・学習・仕組み化したつもり」
をなくす
■学術コンサルティングにより
ノウハウ提供で地元企業支援

ERM: Enterprise Risk Management
機器の共用化（コアファシリティ化）を
推進し、研究力強化を図るとともに、利
用料等収入の増加につなげる。

コアファシリティ運営委員会
（大学運営と直結）

研究担当理事

設備・技
術共用の
窓口

共用設備
の集約・
運用

技術職員
の集約

人材育成 一体運用

協力機関 提携施設

３

LDC(Lead Discovery Center）
ドイツ・マックスプランク研究所群における創薬を中
心とした知的財産管理・技術移転組織

29プロジェクト中15プロジェクトをライセンスアウト：
成功率50％ライセンス料：約800億円
イノベーションエコシステムの中核

＊ドイツ・マックスプランク研究所との連携による
新たな国際創薬プラットフォームの構築を通じた橋渡し機能強化・国際展開
の拡大・収益構造の強化を目指す。（LDC Japan 令和３年８月設立予定）
＊ドイツ・マックスプランク研究所ならびにLDCとの協定締結
＊LDC幹部によるIMaC橋渡し拠点におけるシーズの評価（目利き）
＊マックスプランク研究所（日本人）研究者を招聘・雇用（令和3年10月赴任予定）
＊地域（中四国）アカデミアシーズの実用化・国際展開の加速
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理事

改善→効率化
プロフィットセンターへ地域のコホート研究の高度化も可能


